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　図書館は「本を借りに行く場所」、あるいは静謐な学習
環境を求め「自習をしに行く場所」という、2つのイメー
ジが強く浸透しているのではないだろうか。そのため、「図
書館が学習支援活動を展開している」と聞いてもピンとこ
ない読者の方も多いかもしれない。そこで本稿は、なぜ図
書館が学習支援を行うのかという背景や経緯を改めて振り
返った上で、早稲田大学図書館の現在の取り組みについて
の報告、さらなる展開へ向けた今後の展望を述べたい。
１．図書館における学習支援活動
　従来、大学図書館では図書館利用教育として、図書館利
用能力、すなわち“図書館サービス、施設、設備、資料な
どの活用にかかわる知識や技能の習得”1）を意図したオリ
エンテーションや説明会を、利用者に対して実施してきた。
　一方で 1990年代以降、情報社会に適応するために必要
な能力として、“情報が必要であるという状況を認識し、
情報を効果的に探索、評価、活用する能力”2）である情報
リテラシーの重要性が高まってきた。図書館界においても、
図書館利用能力にとどまらず、図書館内外の様々な情報源
を効果的に利用するための能力として、情報リテラシーの
必要性が認識されるようになり、2000年には米国大学・
研究図書館協会（ACRL）による『高等教育のための情報
リテラシー能力基準』3）が出された。2010年には、大学図
書館に求められる機能・役割として「教育活動への直接の
関与」を挙げた、文部科学省の審議のまとめが出された 4）。
このように、従来の図書館利用教育を超える形で、図書館
が積極的に情報リテラシーの教育を実施すべきという考え
が浸透してきている。
　この流れを受け、早稲田大学図書館においても、2009
年 4月に利用者支援課が組織され、より積極的に情報リテ
ラシーに関わる学習支援活動の推進を行うようになった。
各学術院と図書館との連携を図るため学習支援連携委員会
を組織し、利用者支援課員および各キャンパス図書館、教
員図書室の担当者がアカデミック・リエゾンとして、各学
術院に対してより直接的に学習支援を実施する担当者とし
て位置付けられた 5）。これにより、図書館職員が、大学の
教育活動そのものである授業へより積極的に関与していく
という新たな姿勢が、組織・体制的にも整えられた。
２．早稲田大学図書館における学習支援活動
　既に本誌においても定期的に学習支援活動の報告がされ
ているが 6）、現在取り組んでいる学習支援の内容について
4つに類型して、概要を説明する。
（1）授業支援
　図書館職員が講師となり、図書館情報リテラシーに関す
る支援を、授業に組み込む形で実施する取り組みである。
図書館職員が直接授業に入り込んで行う支援と言い換える
ことも出来るだろう。実施形態としては、学術院・学部単
位で行う大規模支援と、個別の教員の要請に応じて実施す
る個別支援に大別される。前者では、一年生の必修科目で
ある政治経済学術院「基礎演習」や文学学術院「必修基礎
演習」への支援、後者では各教員の求めに応じてゼミや専
門科目等で支援を行っている。内容も、図書館サービスの
概要を説明する図書館ガイダンスのほか、基本的な学術情
報検索方法を実習する情報検索講習会、個別分野や課題に
応じた個別テーマ講習も行っている 7）。アカデミック・リ
エゾンである図書館職員が授業担当教員と綿密な事前調整
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を行い、教員や学生のニーズを満たすよう内容を考案し、
適切な方法にて実施している。
（2）図書館ワークショップ
　教員からの要請に応じて行う授業支援に対し、図書館
ワークショップは図書館が主催して様々な講習会を実施す
る取り組みである。特定の学部学生や授業の履修者でなけ
れば受けることができない授業支援に対して、誰でも参加
できる形式である。春学期と秋学期の一定期間に開催し、
また少人数制とすることでより細やかな説明や支援を行う
ことを可能としている。
　その他にも各種データベース講習会や、早稲田大学図書
館ボランティアスタッフ LIVSが企画した学生目線からの
図書館紹介や文献探索に関するイベントも実施しており、
これらも図書館の学習支援の取り組み例と言えるだろう。
（3）学習支援コンテンツ（教材）の提供
　図書館が提供できる情報の探し方を、様々な形でコン
テンツ化し、Webサイト等を通じて情報発信する取り組
みである。パスファインダーやチュートリアルシステム
などに代表され 8）、Webサイトに掲載しているリサーチ
NAVI、図書館利用や情報検索方法に関するオンデマンド
コンテンツが例として挙げられる。利用者はこれらを参
【2014年春学期ワークショップ写真】
【2014年春学期　図書館ワークショップシリーズプログ
ラム】
R1　RefWorksで参考文献
管理を楽にしよう！
S1　レポート作成に役立
つ！図書館資料の探し方入
門
R2　RefWorks応用編 S2　新聞データベースを知
ろう！
T1　ワンランク上の早大生
～テーマ設定・論文評価の
方法～
S3　Googleがもっと面白く
なる話
T2　レポート作成はじめの
一歩！テーマ設定から資料
の探し方まで
V　めざせレポートマス
ター
ふみくら  No.86
6
照したい時にいつでも利用ができ、教員も必要に応じて、
eラーニング教材として自身の授業に取り込んで活用で
きる。
（4）日々の来館者サービス
　加えて、日々図書館を活用している利用者に対するサー
ビスも、重要な学習支援活動の一環である。レファレンス
カウンターに質問に来る学生は、情報収集の必要に駆られ
て相談に来ており、潜在的な情報ニーズが明確である。レ
ファレンスの遣り取りを通じて、利用者の漠然とした情報
ニーズから真に必要とする情報を見出し、その手掛かりと
なる情報源を提供することで、通常の学習支援以上の大き
な効果が見込める。
３．今後の展望と課題
　今後の展望を考察するにあたり、ひとつ米国の例を参考
にしたい。カリフォルニア大学バークレー校において、学
士課程教育において「研究に基づく学習」を促進するため
に行われたプロジェクトのうち、大学図書館による支援や
取り組みがグッドプラクティスとされた事例を調査した論
文が発表された 9）。筆者である新見の分析に依ると、その
取り組みは「１．授業における課題への関与」、「２．様々
な形態での学生に対する支援」、「３．大学院生インストラ
クターに対する支援」の 3つに類型できるという。それぞ
れの支援内容を見ると、１は授業支援、２は図書館ワーク
ショップや学習支援コンテンツ提供の取り組みに当たり、
実は早稲田大学でも大半は実施できていることが分かる。
しかし、１の授業の課題内容にまで図書館が直接関与し、
その上で図書館ガイダンスを実施している点、３では大学
院生のインストラクターとしての能力に図書館利活用に関
する知識の必要性が認識されており、その支援が図書館に
任されている点などは、早稲田大学ではいまだ実現できて
いない。
　もちろん日米では、図書館の学習支援の意義や必要性の
認識のされ方に大きな差があり、図書館が関わることがで
きる支援範囲は異なっている。また現状のマンパワーでは
出来る範囲も限られており、大幅な活動の拡大は難しいが、
実現可能な範囲での今後の展望を考察したい。
　授業支援については、授業で教員が課す課題の内容に即
して、学生たちが課題のために必要とする情報を得るため
の具体的な講習を行うことで、より直接的に支援の効果が
現れるような設計を試みることが考えられる。そのために
は担当教員とのより緊密な連携が求められるだろう。図書
館ワークショップは、学習支援活動を実施する他の学内
機関とも連携し、より効果的な企画での実施が考えられ
る。具体的には、2014年春学期には一部で実現したライ
ティング・センターとの連携をより深化させていくことを
検討している。図書館の学習支援コンテンツはより拡充
し、Course N@vi等を通じて映像や小テストなどをオン
デマンド授業の形式で提供し、授業時間外での Learning 
Management System（LMS）を通じた支援も模索したい。
最後に新たな取り組みとして、学習支援を担う大学院生な
どの Learning Assistant（LA）への支援である。これは、
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当面は大学総合研究センター等のピア・サポートを担う
LAに対して、図書館に関わる研修を実施し、間接的に図
書館の学習支援 LAとしての役割を果たしてもらうことを
検討していく。
４．終わりに―なぜ図書館が学習支援活動を行うのか
　本稿では、現在図書館が取り組んでいる、図書館情報リ
テラシーを学生に身に付けてもらうための学習支援活動に
ついて説明した。しかし、こういった活動をなぜ図書館が
担う必要があるのか、もっと適した機関があるのではない
か、という疑問を持つ方もいるだろう。
　情報リテラシーは、単に一通り情報源の知識やその操作
方法といったスキルを身に付けるだけでは不十分であり、
自身に必要な情報（知識）の認識、得た情報の評価、そし
て効果的な活用の方法など、スキルを活用するテクニック
やひらめきとも言えるマインドを身に付けることが重要で
あり、これは実際の経験を通じてでしか得られない。大学
図書館は、情報検索のスキルを具体的にどのように扱うの
か、実体験を通じて様々な形態の情報利用のマインドを体
得できる場である。図書館が主体となって情報リテラシー
に関する学習支援を行うことによる利点、学生にとっての
意義はこの点にあると言える。
　学生が「学術情報を求めるまさにその時」に、「直接支援」
という形で関わり、単なるスキルだけでなくマインド的な
面にまで配慮した支援ができることは図書館職員の強みで
ある。利用者の視点に立ち、利用者の置かれた状況に応じ
た学習支援を提供できるよう、今後も学内機関と連携・協
力しながら活動を継続していきたい。
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